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内容紹介： 

クライアントとベテランセラピスト、中堅・若手セラピスト、他職種スタッフの間で交

わされる会話を通じて、リハビリの“コツ"を学べる良書です。CAMR（Contextual 

Approach for Medical Rehabilitation：医療的リハビリテーションのための状況的アプロ

ーチ）の考え方を使った、“クライエントの心情に寄り添った実践的な”アプローチを学

べる内容となっています。学校の教科書だけでは学べない臨床のコツを実感できるので

はないでしょうか。上田法を用いた例も紹介されています。 

新人 PT・OTはもちろん、後輩を指導するリーダーにも最適な一冊です。 
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著者略歴： 

介護老人保健施設にてパートの理学療法士として勤務。 

CAMR 研究会代表、元 国立呉病院附属リハビリテーション学院 理学療法学科教官、上田

法研究会理事。 

一貫して臨床現場の第一線でリハビリをしながら、臨床現場の課題を解決できるリハビリ

法(CAMR)を開発・啓蒙している。 

1957 年生まれ、国立呉病院付属リハビリテーション学院理学療法学科卒。 

国立療養所での勤務を経て、1989 年に国立呉病院附属リハビリテーション学院 理学療法

学科にて教鞭を執る。同年に上田法治療研究会に入会し、上田先生からシステム論を学ぶ。

1991 年にアメリカのイリノイ大学に留学。ケシュナー助教授の下、システム論と課題主導

型アプローチを学ぶ。 

システム論を臨床現場で活かすために急性期病院に勤務していたが、2005 年に母親の認知

症がひどくなり、自宅介護のために退職。介護をしながら障害者支援施設に勤務し、その

後、現在の介護老人保健施設に勤める。 

2007年よりドイツの上田法講習会で「システム論を基にしたアプローチ」の講義を 3回に

わたり担当。2013 年に CAMR 研究会を創設。 

 




